別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
 平成２５年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：中小企業振興費
	事業名: スマートフォンプロジェクト推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　商工労働部　情報産業課　情報産業係　電話番号：058-272-1111（内3112）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11338@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：6,442千円（前年度予算額：23,000千円）

	要求内容


	１　要求の内容


高度なアプリ開発人材の積極的な育成及び定期的な情報交換会の開催、交流拠点の運営などからなる「ＧＩＦＵ・スマートフォンプロジェクト」を県主導で平成２１年度より展開した結果、関連企業、開発者のソフトピアジャパン集積が顕著に進捗するなど、かつてない活況を呈している。
これまでのプロジェクトの成果により輩出した高度人材を活かし、最先端開発技術の習得やアプリ開発にとどまらない新分野への進出など、県内情報産業界全体を新たなステージに引き上げるための施策を行う。これにより、エリアをこれまでの官主導の地区から、開発技術をもとに自ら企画を提案し、売り込みができる自立した企業が集積する地区へと転換していく。
（１）地元中小IT企業の技術力・企画提案力の強化支援
○　最先端のアプリ開発技術を持つ民間事業者と協力し、さらなる開発スキルと収益力の向上に資する「ハイレベル勉強会」の開催（年60回、のべ1600人）
○　地元中小IT企業のマッチングの場となりうる交流拠点施設の維持・運営

（２）地元中小IT企業の広域・異業種異分野への販路開拓・拡大支援

○　東北、首都圏、東海圏のIT企業、大学、製造業者等と連携した、販路開拓・拡大のための交流会の開催（年6回、のべ420人）。
	２　所要経費


（１）地元中小IT企業の技術力・企画提案力の強化支援
○　地元中小IT企業のマッチングの場となりうる交流拠点施設の維持・運営

・勉強会用機器購入費、消耗品、賃借料等　　4,677千円
・その他維持管理に必要な費用　　121千円
（２）地元中小IT企業の広域・異業種異分野への販路開拓・拡大支援

・交流会報償費、費用弁償　　1,644千円
	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	23,000
	0
	0
	0
	0
	0
	10
	0
	22,990

	要求額
	6,442
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,442

	２月1日時点
査定額
	6,400
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,400

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　スマートフォンアプリ開発者の育成、交流を進めることで、ソフトピアジャパンエリアへの関連事業者、人材の集積、地域IT企業の新規事業参入促進を図るとともに、スマートフォンアプリ開発の一大拠点としての岐阜県・ソフトピアエリアのブランド化を推進する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ソフトピアジャパン

施設入居率
	60.6%
（H23）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	75.0%
（H26）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

(１)拠点施設を活用した人材育成事業
　○財団法人ソフトピアジャパン人材育成事業
実施回数：４１講座、参加人数：のべ７６１人（H24.9まで）

※今後、毎月７講座程度開催予定
○アプリ開発「虎の穴」事業（民間企業自主事業）

実施日数：５日間、参加人数：１０人
(２)異業種・異分野の情報交換会
実施回数：２２回、参加人数：のべ１，０２０人（H24.10まで）

※今後、毎月３回程度開催予定


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

人材の育成と交流の促進により、全国的にも注目度が高まっており、平成24年度上半期の研修受講者、視察等の来館者等がのべ約3,000人を超えるなど、スマートフォンアプリ開発の一大拠点としてのソフトピアジャパンという評価が定着しつつある。

また、首都圏をはじめとする県外企業から、アプリ開発人材の確保に関する相談、要望が寄せられているほか、県内IT事業者の受注案件も増加しており、企業集積、産業振興の点でも効果が現れている


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	全国的に人材が不足するスマートフォンアプリ開発者の育成、交流を通じ、周辺企業の人材確保というニーズに合致しており、ソフトピアジャパンの施設の有効活用の点と合わせて、事業の必要性が高い


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	関連企業の集積、交流人口の拡大など順調に増加傾向にあり、事業効果が表れてきている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　人材育成、交流において、民間企業の自主的活動を誘致するなどして、経費の節減を図った。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
これまで育成した人材を活用し、地元IT企業の事業、収益拡大といった更なる産業振興へ繋げていく必要がある。また、今後の事業継続性の観点から、企業、個人の自主的活動を誘発していく必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

最先端の開発技術の習得と地元IT企業の販路開拓、拡大、企業間マッチングを支援し、企業の自立化、自主運営化を推進するため、他地域、他分野との広域的な交流事業を実施していく。


